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よ
う
す

　
四
月
は
じ
め
の
様
子
で
は
、
い
つ
苗

代
の
播
種
が
出
来
る
か
と
心
配
で
し
た

が
、
そ
の
後
比
較
的
天
候
が
良
か
っ
た

の
で
、
播
種
も
順
調
に
進
み
、
苗
代
障

害
も
殆
ん
ど
な
か
っ
た
が
、
風
害
の
た

め
保
温
紙
を
破
損
さ
れ
、
鳥
害
を
受
け

た
も
の
や
、
生
育
の
遅
れ
た
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。

　
本
田
の
植
付
も
ほ
ぼ
平
年
並
に
行
な

わ
れ
、
植
付
当
時
の
天
候
も
良
か
っ
た

の
で
活
着
も
良
好
で
、
今
年
の
稲
作
の

場
合
、
辻
り
出
し
は
ま
ず
ま
ず
順
調
の

よ
う
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
今
後
の
天
候
で
す
が
、
つ

ゆ
入
り
は
平
年
よ
り
や
＼
早
く
、
‘
「
つ

ゆ
明
け
」
は
平
年
並
か
、
や
＼
遅
れ
る

と
い
う
こ
と
で
、
し
か
も
変
動
の
大
き

い
気
象
の
見
込
み
と
予
想
さ
れ
て
い
る

の
で
、
な
る
べ
く
早
く
有
効
茎
を
確
保

し
、
健
全
な
稲
に
育
て
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

一
、
中
耕
除
草
は
早
め
に

　
湿
田
の
場
合
、
田
が
ワ
キ
根
が
い
た

め
ら
れ
て
活
着
が
遅
れ
、
そ
の
後
の
生

育
も
阻
害
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

田
植
後
七
～
十
日
た
っ
て
稲
が
活
着
し

た
ら
、
な
る
べ
く
早
く
中
耕
除
草
を
や

っ
て
ワ
キ
を
定
め
、
生
育
の
促
進
と
稲

体
の
健
全
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
な
お
除
草
剤
は
、
使
用
時
期
や
、
散

布
量
が
容
器
に
標
示
さ
れ
て
い
る
の
で

間
違
い
の
な
い
よ
う
、
十
分
注
意
し
て

下
さ
い
。

　
ま
た
初
期
生
育
が
不
振
の
場
合
は
、

中
期
除
草
剤
の
使
用
を
、
適
期
の
範
囲

内
で
お
そ
め
に
す
る
と
か
、
中
耕
除
草

に
切
り
換
え
る
こ
と
も
必
要
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
次
に
粒
状
M
C
P
等
の
後
期
除
草
剤

を
、
出
穂
近
く
な
っ
て
撒
い
て
い
る
人

も
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
穂

が
小
さ
く
な
り
収
量
が
落
ち
ま
す
の
で

出
穂
一
か
月
前
迄
に
使
用
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
頁
へ
続
く
）
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（
前
頁
か
ら
）

二
、
中
間
追
肥
は
避
け
て
穂
肥
で
調
節

　
生
育
が
悪
い
と
す
ぐ
追
肥
を
や
る
人

が
多
い
が
、
そ
の
た
め
に
後
期
分
け
つ

が
進
み
、
過
繁
茂
と
な
っ
て
病
害
虫
の

被
害
を
増
し
た
り
、
倒
状
さ
せ
た
り
す

る
場
合
が
多
い
の
で
、
元
肥
が
極
端
に

少
な
か
っ
た
場
合
を
除
き
、
中
間
追
肥

は
や
め
て
穂
肥
で
調
節
す
る
よ
う
に
し

た
い
も
の
で
す
。

　
な
お
穂
肥
は
、
稲
の
生
育
状
況
や
天

候
を
十
分
検
討
の
上
、
時
期
と
施
用
量

を
決
定
し
て
下
さ
い
。

　
な
お
登
熟
が
進
む
に
つ
れ
て
下
葉
の

枯
れ
上
り
が
ひ
ど
く
な
り
、
秋
落
ち
現

象
と
な
る
と
こ
ろ
は
、
出
穂
前
三
十
日

頃
加
里
肥
料
の
追
肥
は
効
果
が
あ
り
ま

す
。

三
．
　
病
害
虫
防
除
は
適
期
に

　
農
薬
も
適
期
に
散
布
し
な
い
と
効
果

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
虫
が
大
き
く
な
っ
た
り
、
病
気
が
進

ん
で
か
ら
で
は
、
ど
の
農
薬
も
効
果
が

低
下
し
ま
す
の
で
、
何
れ
の
場
合
で
も

農
薬
は
適
期
に
散
布
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
ニ
カ
メ
イ
チ
ュ
ウ
の
場
合
等
は
、
チ

ラ
シ
で
適
期
が
示
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ

の
期
間
内
に
散
布
し
、
葉
い
も
ち
の
場

合
は
病
斑
を
認
め
た
ら
す
ぐ
農
薬
を
散

布
し
て
、
早
期
に
病
害
虫
を
く
い
と
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
「
い
も
ち
病
」
の
常
発
田
や
、

耐
病
性
の
弱
い
品
種
の
場
合
は
発
生
前

（
六
月
下
旬
～
七
月
初
旬
）
に
粒
剤
を

散
布
し
て
発
病
を
未
然
に
防
止
す
る
こ

と
が
得
策
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
防
除
は
出
来
る
だ
け
共
同
で
、

一
斉
に
や
る
こ
と
が
防
除
効
果
が
あ
が

り
、
ま
た
労
力
の
節
減
や
、
防
除
機
の

能
率
的
利
用
の
面
か
ら
も
大
切
の
こ
と

で
す
。

　
後
期
管
理
に
つ
い
て
は
次
号
と
い
た

し
ま
す
。

　
　
　
　
（
農
業
改
艮
普
及
所
・
若
月
）

1ノ

／

　
5
月
2
5
日
町
議
会
第
一
回
臨
時
会
が

招
集
さ
れ
、
団
体
営
土
地
改
艮
事
業
工

事
の
契
約
な
ど
5
案
件
が
上
程
さ
れ
、

原
案
ど
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

　
第
1
号
　
昭
和
5
1
年
度
松
代
町
一
般

　
　
　
　
　
会
計
補
正
予
算
（
第
11
号
）

第
2
号

第
3
号

第
4
号

松
代
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
（
専
決
）

松
代
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

昭
和
52
年
度
松
代
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

議
第
1
号

　
団
体
営
土
地
改
良
事
業
（
室
野
地
区

　
圃
場
整
備
）
工
事
の
契
約
に
つ
い
て
。

　
　
工
事
費

　
　
請
負
者

　
　
工
　
期

議
第
2
号

二
、
二
〇
〇
万
円

室
野
建
設
・
南
雲
文
吉

一
六
〇
日

　
団
体
営
土
地
改
良
事
業
（
室
野
地
区

　
第
2
圃
場
整
備
）
工
事
の
契
約
に
つ

米
：
・
米
：
米
－
・
来
；
米
・

松
代
町

　
体
育
指
導
委
員

（2）

　
い
て
。

　
　
工
事
費
　
五
、
○
○
○
万
円

　
　
請
負
者
　
室
野
建
設
・
南
雲
文
吉

　
　
工
　
期
　
二
一
〇
日

議
第
3
号

　
団
体
営
地
す
べ
り
関
連
事
業
（
蒲
生

　
地
区
堰
堤
）
工
事
の
契
約
に
つ
い
て
、

　
　
工
事
費
　
二
、
五
四
〇
万
円

　
　
請
負
者
　
高
沢
組
・
高
沢
昭
平

　
　
工
　
期
　
一
八
○
日

議
第
4
号

　
財
産
の
取
得
に
関
し
議
決
を
求
め
る

　
こ
と
に
つ
い
て
。

　
目
　
的

　
買
収
予
定
面
積

　
所
在
地

　
買
収
予
定
価
格

議
第
5
号

駅
前
広
場
用
地

五
、
〇
三
五
㎡

松
代
字
下
町

七
、
七
二
七
千
円

松
代
町
消
防
委
員
の
選
任
同
意
に
つ

い
て
。

（
選
任
さ
れ
た
委
員
の
方
は
次
の
と

　
お
り
で
す
。
）

　
　
富
沢
　
恭
松

　
　
柳
　
　
晴
二

　
　
関
谷
　
達
治

－
米
，
：
・
米
：
－
・
米
・
…
・
米
－
；
・
米
－
－
米
－

　
町
教
育
委
員
会
は
、
松
代
町
の
ス
ポ

ー
ツ
振
興
を
図
る
た
め
、
松
代
町
体
育

指
導
委
員
設
置
規
則
を
定
め
、
5
月
2
0

日
公
布
・
施
行
す
る
と
と
も
に
次
の
方

々
を
委
員
に
任
命
い
た
し
ま
し
た
。

　
体
育
指
導
委
員
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

の
た
め
の
教
育
委
員
会
事
業
に
参
画
し
、

住
民
に
対
し
ス
ポ
ー
ツ
の
実
技
指
導
そ

の
他
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
指
導
・
助
言

を
行
う
も
の
で
す
。

樋
口
　
堅
一
　
昭
和
8
年
3
月
5
日
生

関
谷
　
松
雄
　
昭
和
1
4
年
1
0
月
1
5
日
生

本
山
豊
樹

斉
藤
国
平

昭
和
1
7
年
6
月
1
8
日
生

　
の

昭
和
1
9
年
3
月
1
日
生

関
谷
ふ
じ
え
　
昭
和
鈎
年
3
月
3
0
日
生

富
沢
　
富
子
　
昭
和
2
9
年
1
月
16
日
生

　
　
　
、
，
米
，
ー
来
謄
、
、
・
米
－
来
ー
来
ー
来

5
月
2
2
日
執
行

参
議
院
議
員
補
欠
選
挙

投
票
率
は
7
5
・
2
8
％

　
5
月
2
2
日
執
行
さ
れ
た
参
議
院
新
潟

県
選
出
議
員
補
欠
選
挙
の
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

口
候
補
者
得
票
数
（
松
代
町
）

長
谷
川
　
信

よ
し
だ
正
雄

丸
山
　
久
明

高
田
　
が
ん

口
当
日
の
有
権
者
数

合女男
計

投
票
者
数

棄
権
者
数

投
票
率

二
、

二
、

五
、

四
、一

、

二
、
六
六
二
票

一
、
〇
六
〇
票

　
　
三
五
九
票

　
　
一
二
八
票

七
九
〇
名

九
六
二
名

七
五
二
名

三
三
〇
名

四
二
二
名

七
五
・
二
八
％
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〇
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O
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■
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一
一
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●
一
〇
一
〇
一
〇
〇
■
爾
一
騨
簡
■
O
薗
一
『

　
　
　
　
貯
水
堰
堤
工
事
を
実
施
の
予
定
で
す
。

　
　
圃
場
整
備
事
業

　
現
在
耕
作
さ
れ
て
い
る
町
内
の
ほ
と

ん
ど
の
田
は
、
一
枚
の
広
さ
が
5
ア
ー

ル
未
満
と
小
さ
く
、
不
整
形
で
あ
り
、

し
か
も
用
水
源
の
な
い
天
水
田
で
す
。

こ
の
様
な
効
率
の
悪
い
圃
場
及
び
農
業

形
態
を
解
消
す
る
た
め
、
こ
の
事
業
は

田
ん
ぼ
一
枚
の
広
さ
を
1
0
ア
ー
ル
（
一

反
歩
）
に
し
、
形
を
整
地
し
て
、
農
道

・
用
排
水
路
・
溜
池
・
揚
水
機
等
の
施

設
を
完
備
し
、
農
業
経
営
の
近
代
化
と

生
産
の
向
上
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
に

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
現
在
施
工
中
事
業

二
　
団
体
営
ほ
場
整
備
雁

　
　
　
　
　
　
補
助
率
（
国
県
6
0
％
）

・
室
野
地
区
”
昭
和
50
年
度
着
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
　
　

　
総
区
画
整
理
実
施
予
定
面
積
ほ
1

1
h

　
総
予
定
事
業
費
目
七
七
、
一
〇
〇
千
円

　
昭
和
52
年
度
実
施
予
定
面
積
0
3
0
㎞

　
昭
和
52
年
度
実
施
予
定
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
、
○
○
○
千
円

・
室
野
第
二
地
区
H
昭
和
51
年
度
着
工

　
総
区
画
整
理
実
施
予
定
面
積
口
蜘
㎞

　
総
予
定
事
業
費
一
一
五
八
、
四
〇
〇
＋
円

　
昭
和
52
年
度
実
施
予
定
面
積
日
6
3
㎞

　
昭
和
52
年
度
実
施
予
定
事
業
費
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
、
九
〇
〇
千
円

a
　
団
体
営
地
す
べ
り
関
連
事
業
”

　
　
　
補
助
率
驚
縫
排
水
難

　
（
地
す
べ
り
防
止
事
業
の
一
環
と
し

　
　
て
行
な
わ
れ
る
事
業
）

・
池
尻
地
区
”
昭
和
50
年
度
着
工

　
総
区
画
整
理
実
施
面
積
目
肪
㎞

　
総
事
業
費
”
四
三
、
九
四
〇
千
円

　
　
区
画
整
理
工
事
は
昭
和
51
年
度
で

　
　
完
了
し
、
昭
和
52
年
度
は
換
地
事

　
　
務
（
個
人
の
持
分
を
決
め
る
）
だ

　
　
け
を
実
施
の
予
定
で
す
。

・
蒲
生
地
区
一
昭
和
5
0
年
度
着
工

　
総
区
画
整
理
実
施
面
積
H
妬
㎞

　
総
予
定
事
業
費
H
九
九
、
六
七
三
千
円

　
・
区
画
整
理
工
事
は
昭
和
51
年
度
で

　
　
完
了
し
、
昭
和
52
年
度
は
池
尻
地

　
　
区
を
含
む
蜘
㎞
に
か
ん
が
い
用
の

　
・
実
施
予
定
事
業
費
“

　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
、
五
二
四
千
円

翫
　
県
単
農
業
生
産
基
盤
整
備
事
業
”

　
　
補
助
率
4
0
％
（
一
部
モ
デ
ル
事
業

　
　
　
　
　
　
　
指
定
分
は
鵬
％
）

・
儀
明
沢
地
区
（
室
野
地
内
）

昭
和
52
年
度
実
施
予
定
面
積
一
3
0
㎞

総
予
定
事
業
費
裡
一
八
、
○
○
○
千
円

林
道
整
備
事
業

　
森
林
造
成
の
振
興
と
と
も
に
地
域
の

生
活
路
線
と
し
て
、
そ
の
発
展
に
大
い

に
役
立
つ
も
の
で
す
。

二
　
林
道
開
設
事
業
”

　
　
　
　
　
補
助
率
（
国
県
8
0
％
）

　
　
　
田
沢
・
下
山
線

・
昭
和
51
年
度
よ
り
着
工
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
線
は
田
沢
部
落
よ
り
下
山
部
落
に

　
ぬ
け
る
林
道
で
、
早
期
完
成
が
望
ま

　
れ
て
い
ま
す
。

　
総
予
定
延
長
”
四
、
二
五
〇
m

　
総
予
定
事
業
費
“
四
六
二
、
○
○
○
再

　
昭
和
52
年
度
実
施
予
定
延
長
H

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
一
m

　
昭
和
52
年
度
実
施
予
定
事
業
費
日

　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
、
○
○
○
千
円

2。

　
林
道
舗
装
事
業
”

　
　
　
　
　
補
助
率
（
国
県
58
％
）

　
　
　
下
山
・
海
老
線

・
昭
和
51
年
度
よ
り
着
工
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
線
は
下
山
部
落
か
ら
海
老
部
落
間

　
の
林
道
舗
装
工
事
で
す
。
本
線
は
南

　
部
地
区
の
交
通
の
幹
線
で
あ
り
、
そ

　
の
完
成
に
よ
り
ま
す
ま
す
効
用
を
発

　
揮
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
52
年
度
実
施
予
定
延
長
裡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
六
m

　
昭
和
52
年
度
実
施
予
定
事
業
費
口

　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
、
二
二
〇
千
円

＿人ロのうこき．
　（6月1日現在）

世帯数　2，014（一　8）

人口男　3，926（一8）
　女3，966（一一12）

　計7，893（一20）

R
》
（
U
8

　
4
4

亡
出
計

死
転
減

Ω
∪
∩
V
R
》

　
0
乙
　
∩
乙

生
入
計

出
転
増

交通のきまりを

　　　守りましよう

◎　わき見運転など無暴な

　運転はしない。

◎　酒酔い運転はしない。

◎　歩行者も，きまりを守

　りましょう。（3）



（4）

保
健
衛
生
シ
リ
　
ー

ズ
　
⑳

刊。
r一■　　1

　
〃
食
中
毒
の
季
節
で
す
〃

　
食
中
毒
の
発
生
件
数
は
、
昭
和
5
0
年

の
厚
生
省
の
統
計
に
よ
り
ま
す
と
、
全

国
で
一
七
五
四
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

月
別
で
は
、
五
月
頃
よ
り
ポ
ツ
ポ
ツ
ふ

え
は
じ
め
、
七
月
が
三
百
件
、
八
月
が

三
百
二
件
、
九
月
が
四
百
六
件
、
十
二

月
が
一
八
九
件
と
夏
の
三
カ
月
と
冬
の

一
ヵ
月
で
発
生
す
る
食
中
毒
患
者
の
六

五
、
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
し
め
て
い
ま
す
。

　
食
中
毒
に
も
い
ろ
い
ろ
種
類
が
あ
っ

て
、
大
き
く
分
け
る
と

　
一
、
細
菌
性
食
中
毒

　
二
、
化
学
物
質
に
よ
る
食
中
毒

　
三
、
自
然
毒
に
よ
る
食
中
毒

の
三
つ
に
な
り
ま
す
が
、
大
部
分
の
も

の
は
細
菌
性
食
中
毒
で
す
。

　
細
菌
性
食
中
毒
も
大
き
く
分
け
て
、

感
染
型
と
毒
素
型
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

感
染
型
の
代
表
的
な
の
は
サ
ル
モ
ネ
ラ

菌
で
す
。
他
に
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
、
病
原

大
腸
菌
、
ウ
エ
ル
シ
ュ
菌
ね
ど
が
あ
り

ま
す
。

　
食
中
毒
の
菌
は
、
食
品
の
中
で
ふ
え

て
、
食
品
一
グ
ラ
ム
の
中
に
数
十
万
と

か
、
あ
る
い
は
億
の
単
位
に
な
る
わ
け

で
す
が
、
そ
の
菌
が
生
き
た
ま
ま
で
口

に
入
る
た
め
に
お
こ
る
中
毒
で
す
。

　
又
、
毒
素
型
の
代
表
的
な
の
は
ブ
ド

ウ
球
菌
で
す
。
こ
れ
が
食
品
の
中
で
ふ

え
る
の
で
す
が
、
そ
の
時
非
常
に
大
量

の
エ
ン
テ
ロ
ト
キ
シ
ン
と
い
う
毒
を
出

し
て
、
そ
れ
を
食
べ
る
と
中
毒
を
お
こ

す
わ
け
で
す
。
そ
の
他
ポ
ッ
リ
ヌ
ス
菌

も
毒
素
型
に
入
り
ま
す
。

　
し
ば
し
ば
中
毒
を
お
こ
し
て
い
る
食

品
は
ど
ん
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

　
第
一
に
は
、
日
本
人
の
食
生
活
と
密

接
に
関
係
の
あ
る
魚
介
類
と
そ
の
加
工

品
に
よ
る
中
毒
が
、
全
体
の
五
割
か
ら

七
割
を
し
め
て
い
ま
す
。

　
第
二
は
、
野
菜
類
で
す
。
日
本
人
は

野
菜
を
多
く
食
べ
る
こ
と
、
又
生
で
食

べ
る
た
め
で
す
。
一
夜
づ
け
も
、
腸
炎

ビ
ブ
リ
オ
が
ふ
え
る
に
は
都
合
の
い
い

も
の
な
の
で
す
。

　
第
三
は
卵
と
か
、
肉
類
で
す
。

　
食
中
毒
の
予
防
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

で
し
ょ
う
か
。

○
手
洗
い
を
し
ま
し
よ
う
。

○
料
理
を
す
る
時
、
ベ
チ
ャ
ベ
チ
ャ
お

し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
ち
ょ
っ
と
指
を

つ
っ
こ
ん
で
味
み
を
し
た
り
す
る
の
も
、

ノ
ド
に
つ
い
て
い
る
ブ
ド
ウ
球
菌
が
、

料
理
し
た
も
の
に
つ
い
て
ふ
え
る
危
険

が
あ
り
ま
す
。

○
手
に
オ
デ
キ
の
で
き
て
い
る
人
は
、

調
理
を
し
な
い
こ
と
で
す
。
オ
デ
キ
に

い
る
ブ
ド
ウ
球
菌
が
入
っ
て
、
ふ
え
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
ま
な
板
、
フ
キ
ン
は
、
清
潔
で
し
ょ

う
か
。
こ
れ
か
ら
は
食
中
毒
の
シ
ー
ズ

ン
、
今
ま
で
以
上
に
気
を
配
り
ま
し
ょ

う
。○

暑
く
な
る
と
細
菌
の
繁
殖
が
よ
く
な

る
の
と
反
対
に
、
人
間
の
方
の
胃
腸
の

抵
抗
力
が
弱
っ
て
き
ま
す
。
暑
さ
に
ま

け
な
い
体
力
づ
く
り
を
今
か
ら
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

〃
む
し
歯
の
な
い
子
に
育
て
よ
う
〃

　
今
年
春
に
実
施
し
た
二
才
児
、
三
才

児
検
診
の
結
果
、
む
し
歯
に
な
っ
て
い

る
子
供
が
、
二
才
児
で
は
組
・
6
％
、

三
才
児
で
は
94
・
3
％
、
十
人
の
中
、

八
人
か
九
人
以
上
と
い
う
状
況
で
す
。

丈
夫
な
歯
は
、
健
康
の
も
と
で
す
。
大

人
の
毎
日
の
ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
や
し

つ
け
で
、
予
防
で
き
る
こ
と
も
多
い
と

思
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
保
健
学
級
で

学
ん
だ
こ
と
を
実
行
し
て
、
む
し
歯
を

乳
幼
児
の
中
か
ら
予
防
し
ま
し
よ
う
。

　
参
考
ま
で
に
、
む
し
歯
の
な
か
っ
た

子
供
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

△
二
才
児

　
　
松
代
　
関
谷
　
祐
二
（
芳
訓
）

　
　
莇
平

　
　
寺
田

　
　
儀
明

　
　
室
野

△
三
才
児

　
　
千
年

　
　
海
老

　
　
室
野

佐小井高樋
藤堺上橋口

米若高
持月橋

　
聡
（
改
太
）

久
江
（
高
雄
）

真
知
子
（
修
平
）

　
忍
（
光
彰
）

鉄
男
（
信
之
）

将
樹
（
勝
）

　
守
（
勝
也
）

千
夏
（
英
雄
）

● o

出
稼
者
検
診
を

　
　
　
受
け
ま
し
ょ
う

　
既
に
出
稼
者
の
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
に

は
、
案
内
が
届
い
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、
六
月
中
に
出
稼
者
の
健
康
診

断
を
行
い
ま
す
の
で
、
通
知
の
行
っ
て

い
る
方
は
全
員
受
診
し
て
下
さ
い
。

　
健
康
に
は
自
信
の
お
有
り
の
方
も
、

検
診
を
受
け
て
異
状
が
な
け
れ
ば
、
更

に
自
信
を
も
っ
て
活
動
で
き
ま
す
。

　
ふ
だ
ん
自
信
は
あ
る
の
だ
が
、
検
診

を
受
け
て
み
て
や
は
り
年
だ
な
あ
と
自

覚
さ
せ
ら
れ
て
、
健
康
に
留
意
さ
れ
る

方
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　
又
何
ら
か
の
自
覚
症
状
の
あ
る
人
は

検
診
を
受
け
て
、
適
切
な
指
導
の
下
に

治
療
す
る
必
要
の
あ
る
方
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　
若
い
四
十
代
、
五
十
代
の
大
切
な
方

が
発
病
さ
れ
て
、
不
幸
に
も
亡
く
な
ら

れ
る
方
も
あ
り
ま
す
の
で
、
中
年
に
な

ら
れ
た
ら
健
康
な
方
も
、
是
非
検
診
を

受
け
て
自
分
の
健
康
を
た
し
か
め
て
下

さ
い
。

　
出
稼
者
検
診
の
日
程
等
は
次
の
と
お

り
で
す
。

○
対
象
者
、
出
稼
ぎ
さ
れ
る
方
全
員

○
期
日
と
場
所

月　日 受付時間 会　　場 対　　象　地　　区

6月17日
前9。00～1α00 蒲生小学校 寺田・儀明

後1．00～2．00 〃 小貫・諏訪峠・名平・蒲生

6月20日
前9．00～1α00 松代町総合センター 田野倉・仙納・あざみ平・田代・池尻

後1．00～2．00 〃 小屋丸・池之畑・下山・蓬平

6月21日
前9．00～10．00 〃 松代・小荒戸

後1．00～2．00 〃 太平・菅刈・田沢・千年

6月22日
前9．00～10．00 松代町克雪センター 福島・奈良立・室野

後100～2．00 〃 竹所・濁・峠・木和田原

6月27日
前9。00～1α00 清水小学校 会沢・清水・桐山

後1．00～2．00 孟地小学校 旧伊沢地区

◎当日都合の悪い方は他の会場で受診下さい。



児
童
手
当
現
況
届
を

忘
れ
ず
に
お
出
し
下
さ
い

　
児
童
手
当
受
給
者
の
方
は
、
毎
年
六

月
一
日
か
ら
同
月
三
十
日
ま
で
の
間
に

「
児
童
手
当
現
況
届
」
を
役
場
に
出
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
届
は
、
受
給
者
の
前
年
の
所
得

の
状
況
、
児
童
養
育
の
状
況
な
ど
を
毎

年
六
月
一
日
の
状
況
に
つ
い
て
確
認
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
こ
の
届
を
出
さ
な
い
と
、
引
続
い
て

受
給
資
格
は
あ
っ
て
も
、
六
月
分
以
後

の
児
童
手
当
の
支
払
い
を
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
今
年
は
、
次
の
日
程
で
、
届
書
を
受

理
し
ま
す
の
で
、
必
ず
指
定
し
た
日
時

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
指
定
日
時
に
ご

都
合
の
悪
い
方
は
、
六
月
二
十
日
ま
で

に
役
場
社
会
課
福
祉
係
へ
出
し
て
く
だ

さ
い
。
印
か
ん
を
ご
持
参
下
さ
い
。

月　日 場所・時間 地　　　　区

6月14日 奴奈川支所
午後1時～3時

奴奈川地区

6月16日 役　　　場
午前9時～12時

山平地区

午後1時～5時 小荒戸，太平，菅刈
田　沢，千年。池尻

6月17日 役　　　場
午前9時～12時

小屋丸，池之畑，下山
会沢，清水，桐山，
蓬平，東山，海老，
犬伏，孟地、片桐山
滝沢，中子，苧島

午後1時～5時 松　代

　
　
児
童
手
当
に
つ
い
て

（
目
的
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
児
童
手
当
制
度
は
、
児
童
を
養
育
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
い
る
人
に
、
児
童
手
当
を
支
給
す
る

こ
と
に
よ
り
、
家
庭
生
活
の
安
定
と
次

代
の
社
会
を
に
な
う
児
童
の
健
全
育
成

に
役
立
て
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。（

受
給
資
格
）

　
児
童
手
当
は
、
日
本
人
で
国
内
に
住

所
が
あ
り
、
次
の
条
件
を
そ
な
え
た
人

が
受
給
で
き
ま
す
。

「
老
人
医
療
費
受
給
者
証
」

　
　
が
新
し
く
な
り
ま
す
。

　
毎
年
7
月
1
日
か
ら
「
受
給
者
証
」

が
、
国
の
制
度
の
も
の
も
、
県
の
制
度

の
も
の
も
新
し
く
な
り
ま
す
。

　
国
の
制
度
の
も
の
は
オ
レ
ン
ジ
色
か

ら
水
色
の
も
の
に
か
わ
り
ま
す
。

　
県
の
制
度
の
も
の
は
白
色
で
、
色
は

か
わ
り
ま
せ
ん
が
、
書
き
か
え
に
な
り

ま
す
。

　
51
年
分
の
所
得
状
況
に
よ
っ
て
資
格

を
確
認
し
、
国
の
制
度
、
県
の
制
度
の

い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
を
審
査
し
て
、

新
し
い
「
受
給
者
証
」
を
交
付
し
ま
す
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
さ
ん
又
は
区
長

さ
ん
に
お
願
い
し
て
、
古
い
も
の
の
回

収
、
新
し
い
も
の
の
配
布
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
古
い
も
の
は
必
ず
役
場
に

お
返
し
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
家
族
の
方
は
、
老
人
に
異
動
（
転

入
、
転
出
、
死
亡
等
）
が
あ
っ
た
と
き

は
、
役
場
に
届
け
て
下
さ
い
。
届
け
に

役
場
へ
お
出
で
の
時
、
健
康
保
険
の
保

険
証
や
、
年
金
の
証
書
な
ど
と
一
緒
に

必
ず
ご
持
参
下
さ
る
様
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
者

証
」
も
7
月
1
日
か
ら
新
し
く
な
り
ま

す
。
　
「
受
給
者
証
」
の
交
付
を
受
け
て

お
ら
れ
る
方
は
、
7
月
1
日
以
後
役
場

で
、
占
い
も
の
を
ご
持
参
の
上
新
し
い

「
受
給
者
証
」
を
お
受
け
取
り
下
さ
％

、、』、、、膨霧、・・毬
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一
、
義
務
教
育
終
了
前
（
中
学
校
を
卒

　
業
す
る
ま
で
の
者
）
の
児
童
を
含
む

　
三
人
以
上
の
十
八
才
未
満
の
児
童
を

　
養
育
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
、
養
育
し
て
い
る
も
の
の
前
年
の
所

　
得
が
、
一
定
額
以
下
で
あ
る
こ
と
。

（
支
給
額
）

　
三
人
以
上
の
児
童
の
う
ち
、
三
人
目

以
降
の
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
の
数

に
、
五
千
円
を
乗
じ
て
得
た
額
を
月
額

と
し
ま
す
。
　
へ
一
般
的
の
場
合
）

戸
籍
の
窓
口
か
ら

五
月
受
付
分
　
（
受
付
順
）

諄
つ
二
ん
濃

お
め
で
と
盛
衡

小
堺
光
司

市
川
辰
雄

柳
久
夫

相
沢
　
厚

鈴
木
厚

石
口
丈
夫

池
田
千
代
二

佐
藤
文
雄

山
岸
和
男

石
口
恵
子
松
代
善
宗
塚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
宅

樋
口
ち
よ
子
　
松
代
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
な

柳
ゆ
み
子
犬
伏
治
郎
善

相
沢
明
美
　
松
代
相
沢
理
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
店

高
橋
恵
美
子
　
松
代
誠
心
軒

相
沢
光
恵
　
松
代
清
水
屋

　
池
田
弘
子
　
田
野
倉
大
槙

五
十
嵐
寿
美
枝
　
竹
所
中
村

佐
藤
美
代
子
　
室
野
か
ど
や

襲砦
山
本
智
史
農
讐
男
犬
伏
田
方
』

山
賀
洋
厳
挿
長
男
池
之
畑
小
林

柳
重
子
驚
輻
二
女
蒲
生
薬
師

富
沢
七
轟
曄
子
二
女
松
代
い
も
じ

高
橋
和
巖
韓
長
男
池
之
畑
山
屋

村
山
由
貴
轟
燵
三
男
松
代
煉
拶

　
　
　
　
　
父
栄
吉
　
　
　
　
太
平
奥
村

桔
梗
か
お
り
母
ミ
チ
子
長
女
　
　
　
　
組

五
壷
蔽
壁
長
女
竹
所
と
な
り

若
井
セ
キ

柳
佐
一
郎

中
村
セ
キ

小
堺
イ
ツ

八
一
才

五
八
才

八
三
才

五
五
才

蒲田犬蓬
生代伏平

宮東源与
善　の三
屋屋助次

中
村
定
一
郎
　
七
〇
才
　
田
代
五
左
工
門

柳
豊
平
五
六
才
干
年
庄
助

柳
　
幡
蔵
　
七
六
才
　
千
年
　
新
屋
敷

村
山
コ
ノ
　
八
三
才
　
室
野
　
糀
　
ヤ

（5）



、

6）

国
民
年
金
保
険
料
の

　
　
　
　
免
除
手
続
き
は
お
早
目
に

　
た
だ
い
ま
、
52
年
度
分
（
5
2
年
4
月

か
ら
53
年
3
月
ま
で
）
の
国
民
年
金
保

険
料
の
免
除
申
請
を
受
け
付
け
中
で
す
。

　
こ
の
保
険
料
の
免
除
と
は

①
失
業
し
て
、
所
得
が
な
い
。

②
火
災
や
風
水
害
な
ど
に
あ
い
被
害
を

　
受
け
た
。

③
家
計
が
苦
し
い
…
…
な
ど
の
事
情
で

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
難
し
い
と
認

め
ら
れ
る
人
に
、
そ
の
年
の
国
民
年
金

保
険
料
の
免
除
を
す
る
制
度
で
す
。

　
こ
の
免
除
を
受
け
る
に
は
、
7
月
31

日
ま
で
に
役
場
年
金
係
に
申
請
書
（
用

紙
は
役
場
に
あ
り
ま
す
。
）
を
出
し
て
、

そ
の
内
容
が
基
準
に
当
て
は
ま
る
か
ど

う
か
の
審
査
を
う
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
し
か
し
免
除
を
う
け
た
期
間
は
保
険

料
の
滞
納
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
年
金

受
給
権
は
確
保
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

　
た
だ
免
除
を
受
け
た
期
間
の
年
金
額

は
保
険
料
を
納
め
た
場
合
の
％
と
な
り

年
金
を
受
け
る
時
に
は
ど
う
し
て
も
不

利
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
免
除
を
う
け
て
か
ら
十
年

以
内
で
あ
れ
ば
、
そ
の
当
時
の
保
険
料

額
で
免
除
期
間
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め

る
こ
と
（
追
納
）
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
追
納
を
す
れ
ば
、
年
金
額
は
保

険
料
を
納
め
た
人
と
同
じ
に
な
り
ま
す

の
で
、
そ
の
後
、
ゆ
と
り
が
で
き
た
ら

ぜ
ひ
追
納
す
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

”
献
体
に
ご
協
力
を
”

　
献
体
と
い
う
こ
と
ば
を
ご
存
知
で
す

か
。　

そ
れ
は
、
私
た
ち
が
天
寿
を
全
う
し

た
あ
と
、
自
分
の
遺
体
を
解
剖
学
実
習

の
教
材
と
し
て
大
学
に
寄
贈
す
る
こ
と

で
す
。
実
習
は
人
体
の
構
造
を
知
る
た

め
の
勉
強
で
、
立
派
な
医
師
を
つ
く
る

こ
と
や
、
医
学
の
向
上
に
大
切
な
学
問

で
す
。
更
に
愛
す
る
子
孫
の
健
康
を
守

る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
献
体
を
す
る
た
め
に
は
、
家
族
の
同

意
（
肉
身
の
方
全
部
）
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
左
記
へ
お
問
い
合

せ
下
さ
い
。

　
新
潟
白
菊
会
（
新
大
医
学
部
内
）

　
県
庁
医
務
課

　
役
場
衛
生
係

⊃
ノ
ノ

ヲ
汀

〆
曳

ノ』

夏
に
向
つ
て
体
力
を
〃
体
と
食
物
⇔

　
　
　
　
　
夏
を
乗
り
き
る
食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト
5

争
鑑

■
1
～
・

卜

　
温
度
や
湿
度
■
の
高
い
梅
雨
ど
き
を
乗

り
越
え
、
夏
に
備
え
て
身
体
に
抵
抗
力

を
つ
け
る
こ
と
は
、
特
別
な
食
品
や
薬

で
は
で
き
ま
せ
ん
。
夏
を
は
つ
ら
つ
と

過
ご
せ
る
よ
う
毎
日
の
食
生
活
の
ポ
イ

ン
ト
を
あ
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

L
　
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
ま
し

　
よ
う
◎

　
毎
日
の
献
立
を
た
て
る
と
き
に
ま
ず

第
一
（
乳
・
乳
製
品
と
卵
）
、
第
二
（

魚
介
類
と
肉
類
と
豆
・
豆
製
品
）
、
第

三
（
野
菜
と
芋
類
と
果
物
）
の
各
群
の

食
品
を
優
先
的
に
献
立
に
組
み
込
み
、

そ
の
う
え
で
第
四
群
（
主
と
し
て
穀
物

と
油
と
砂
糖
）
の
食
品
を
食
べ
る
よ
う

に
し
ま
す
。
第
一
群
で
は
、
牛
乳
一
本
、

卵
一
個
、
チ
ー
ズ
一
切
れ
は
毎
日
。
第

二
群
の
魚
介
類
や
肉
類
は
主
菜
と
し
て

一
日
二
回
食
卓
に
の
せ
、
適
宜
に
そ
れ

ら
の
加
工
品
や
豆
・
豆
製
品
な
ど
を
副

菜
と
し
て
添
え
ま
し
ょ
う
。
第
三
群
の

野
菜
を
生
で
食
べ
る
ほ
か
に
煮
た
り
妙

め
た
り
と
調
理
法
に
変
化
を
つ
け
て
、

毎
食
一
皿
は
必
ず
用
意
し
ま
す
。
芋
は

調
理
に
手
間
が
か
か
る
せ
い
か
案
外
忘

れ
が
ち
な
食
品
で
す
か
ら
心
が
け
て
食

べ
ま
し
よ
う
。

2
　
朝
食
は
必
ず
食
べ
ま
し
よ
う
。

　
一
日
に
必
要
な
栄
養
は
朝
・
昼
・
夕

の
三
食
で
む
ら
な
く
と
る
の
が
理
想
で

す
。
一
日
の
活
動
の
ス
タ
ー
ト
に
朝
食

は
必
ず
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

翫
　
蛋
白
質
を
上
手
に
と
り
ま
し
よ
う
。

　
梅
雨
ど
き
は
雨
に
降
り
込
め
ら
れ
て

う
っ
と
う
し
い
日
が
多
く
、
気
分
的
に

も
め
い
り
が
ち
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち

の
身
体
が
ス
ト
レ
ス
に
抵
抗
し
て
働
く

と
き
に
は
体
内
の
蛋
白
質
は
盛
ん
に
分

解
さ
れ
て
消
費
さ
れ
る
の
で
、
梅
雨
ど

き
は
他
の
時
期
よ
り
も
心
持
ち
余
分
に

蛋
白
質
を
必
要
と
し
ま
す
。
が
、
こ
の

時
期
は
冷
た
く
て
の
ど
越
し
の
よ
い
も

の
に
食
指
が
動
き
、
蛋
白
質
は
不
足
し

が
ち
に
な
り
ま
す
の
で
、
魚
や
肉
を
食

べ
や
す
い
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

肉
や
魚
を
少
量
ず
つ
あ
え
物
や
妙
め
物
、

汁
物
な
ど
に
組
み
込
む
の
も
手
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ま
た
、
牛
乳
は
飲
み
物
と
決
め
て
し

ま
わ
ず
、
料
理
の
材
料
に
も
広
く
利
用

し
ま
し
ょ
う
。
ク
リ
ー
ム
煮
や
プ
デ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ン
グ
な
ど
、
牛
乳
を
食
べ
る
料
理
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
チ
ー
ズ
も
小
さ
く

刻
ん
で
ハ
ン
バ
ー
グ
・
コ
ロ
ッ
ケ
だ
ね

に
混
ぜ
た
り
、
か
き
あ
げ
、
サ
ラ
ダ
の

中
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

生
　
ビ
タ
ミ
ン
恥
・
C
を
と
り
ま
し
よ
う
。

　
消
化
機
能
が
衰
え
て
食
欲
が
な
く
な

る
原
因
の
一
つ
に
ビ
タ
ミ
ン
政
の
不
足

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
ビ
タ
ミ
ン
C
が
不

足
す
る
と
、
内
臓
の
諸
器
官
の
機
能
が

低
下
す
る
と
同
時
に
ス
ト
レ
ス
に
対
す

る
抵
抗
力
も
弱
ま
り
ま
す
。
梅
雨
ど
き

に
は
特
に
心
が
け
て
と
り
ま
し
ょ
う
。

政
含
有
量
の
多
い
食
品
は
、
豚
肉
、
レ

バ
ー
、
豆
類
、
プ
レ
ス
ハ
ム
、
饒
、
鯖

セ
ロ
リ
、
う
ど
、
え
の
き
茸
な
ど
。

ビ
タ
ミ
ン
C
は
新
鮮
な
野
菜
、
果
物
に
。

5。

適
度
の
運
動
に
心
が
け
ま
し
よ
う
。

　
一
日
に
一
度
は
心
臓
や
肺
の
機
能
を

活
発
に
使
い
、
血
液
の
循
環
を
よ
く
し

て
筋
肉
を
刺
激
す
る
よ
う
な
全
身
運
動

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
睡
眠
は

疲
労
回
復
に
一
番
て
っ
と
り
早
い
方
法

で
す
。
寝
具
類
は
い
つ
も
清
潔
で
、
乾

燥
し
た
も
の
を
。

　
食
欲
は
精
神
的
な
条
件
に
も
左
右
さ

れ
ま
す
。
栄
養
面
に
気
を
配
る
と
同
時

に
食
欲
を
そ
そ
る
工
夫
も
大
切
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
曖
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特
別
減
税
と
は

　
今
回
、
昭
和
五
十
一
年
分
所
得
税
の

特
別
減
税
が
行
わ
れ
、
次
の
金
額
が
還

付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
還
付
さ
れ
る
金
額
は
、
本
人
は
六
千

円
、
控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養
親
族
は

一
人
に
つ
き
三
千
円
と
し
て
計
算
し
た

金
額
で
す
。
た
だ
し
、
納
め
た
昭
和
五

十
一
年
分
の
所
得
税
額
の
方
が
少
な
い

と
き
は
、
そ
の
税
額
ま
で
と
な
り
ま
克

　
そ
こ
で
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
説
明
し

ま
し
ょ
う
。

〈
還
付
を
受
け
ら
れ
る
人
〉

　
還
付
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
昭
和
五

十
一
年
分
の
所
得
税
を
納
め
た
人
で
す
。

　
た
だ
し
、
利
子
・
配
当
な
ど
の
源
泉

分
離
課
税
の
所
得
税
に
つ
い
て
は
還
付

さ
れ
ま
せ
ん
。

〈
還
付
方
法
と
そ
の
手
続
き
〉

①
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合

　
本
年
六
月
一
日
現
在
に
お
い
て
昨
年

と
同
じ
会
社
に
勤
務
し
て
い
る
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
は
、
お
よ
そ
六
月
～
七
月
ご
ろ
へ

賞
与
や
給
与
を
受
取
る
と
き
に
、
勤
務

先
か
ら
還
付
さ
れ
ま
す
。
　
（
給
与
支
払

者
の
事
務
等
の
都
合
に
よ
り
、
八
月
以

降
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）
し
か
し

給
与
以
外
に
所
得
が
あ
っ
た
り
、
二
か

所
以
上
か
ら
給
与
を
も
ら
っ
て
い
る
た

め
に
確
定
申
告
を
し
た
人
で
、
勤
務
先

か
ら
還
付
し
き
れ
な
い
分
が
あ
る
と
き

そ
の
あ
ら
ま
し
を

　
　
　
　
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

　
は
、
そ
の
分
に
つ
い
て
は
、
次
に
説
明

　
す
る
”
事
業
所
得
者
な
ど
の
場
合
”
と

　
同
じ
方
法
で
還
付
さ
れ
ま
す
。

　
②
事
業
所
得
者
な
ど
の
場
合

　
　
事
業
所
得
者
な
ど
確
定
申
告
を
し
て

　
納
税
し
た
人
は
、
六
月
下
旬
ご
ろ
に
税

　
務
署
か
ら
還
付
を
受
け
ら
れ
る
金
額
を

　
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
そ
の
際
、
同
封
さ

　
れ
た
還
付
請
求
書
に
、
所
要
の
事
項
を

　
記
入
し
て
、
税
務
署
に
返
送
し
て
く
だ

　
さ
い
。
そ
う
す
る
と
、
税
務
署
か
ら
還

　
付
金
の
支
払
通
知
書
が
送
ら
れ
て
き
ま

　
す
か
ら
、
こ
の
支
払
通
知
書
に
よ
っ
て

　
郵
便
局
で
還
付
金
を
受
取
る
こ
と
に
な

　
り
ま
す
。

　
③
そ
の
他

　
　
給
与
の
税
金
を
源
泉
徴
収
で
納
め
、

　
年
末
調
整
を
受
け
て
い
る
が
、
今
年
に

　
な
っ
て
五
月
末
ま
で
に
退
戦
し
た
人
や
、

　
昨
年
中
途
で
退
職
し
た
な
ど
の
た
め
、

　
給
与
の
税
金
を
源
泉
徴
収
さ
れ
た
ま
ま

　
で
年
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い
人
な
ど

　
は
、
税
務
署
へ
還
付
請
求
を
し
て
く
だ

　
さ
い
。
こ
の
場
合
、
昭
和
五
十
一
年
分

　
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
て
い
な
い
人

　
は
、
期
限
後
の
確
定
申
告
を
し
て
、
特

　
別
減
税
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

　
す
。

　
　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
税
務
署
（
所
得

　
税
担
当
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

国
税

税
金
は
み
ん
な
の
た
め
に

　
私
た
ち
が
健
康
で
快
適
な
生
活
が
で

き
る
よ
う
に
、
国
や
地
方
公
共
団
体
は

い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
五
十
二
年
度
の
一
般
会
計
予
算

は
、
二
十
八
兆
五
千
百
四
十
三
億
円
で

す
が
、
こ
の
う
ち
六
四
％
が
税
金
で
ま

か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
税
金
が
私
た
ち
の
た
め
に
、
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
で
し
よ
う
。

　
☆
税
金
千
円
あ
た
り
の
使
い
み
ち

私
た
ち
の
健
康
や
生
活
を
守
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
百
四
十
一
円

住
宅
や
道
路
な
ど
の
整
備
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
五
十
円

教
育
や
科
学
技
術
の
振
興
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
二
十
円

地
方
財
政
の
援
助
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
七
十
三
円

国
土
の
防
衛
の
た
め
に
　
　
五
十
九
円

国
債
の
償
還
や
利
子
支
払
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
十
二
円

米
価
の
安
定
の
た
め
に
　
　
二
十
九
円

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
施
策
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
四
十
六
円

る
一
8
一
7
畠
一
＝
一
7
呂
一
一
一
7
畠
＝
一
7
品
＝
一
7
畠
3
一
一
7
轟
一
一
一
一
7
鼻
一
一
3
7
晶
一
一
3
7
3
3
－
7
一
＝
＝
曽
ム
＝
一
＝
り

特
別
減
税

響
盆
－
3
7
畠
＝
＝
7
邑
一
＝
一
7
畠
3
3
7
呂
一
＝
7
呂
＝
一
7
畠
＝
一
7
一
一
曽
＝
7
畠
3
一
甲
7
昌
一
＝
暫
畠
3
＝
7
8
一
呂
マ

還
付
請
求
の

　
　
　
手
続
き
は

お
す
み
で
し
よ
う
か

　
事
業
所
得
者
な
ど
確
定
申
告
を
し
て

昭
和
五
十
一
年
分
の
所
得
税
を
納
税
し

た
人
に
は
六
月
下
旬
に
税
務
署
か
ら
還

付
請
求
書
を
お
送
り
し
ま
し
た
。
ま
だ

お
手
元
に
お
待
ち
の
人
は
、
郵
便
局
名

な
ど
の
所
要
事
項
を
記
入
し
、
至
急
税

務
署
へ
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
還
付
請
求
書
を
提
出
さ
れ
て

か
ら
、
還
付
金
を
受
取
る
ま
で
に
一
～

二
か
月
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ご
存
知
で
す
か

相
続
と
税
金

　
相
続
や
遺
贈
に
よ
っ
て
財
産
を
も
ら

っ
た
と
き
か
か
る
の
が
相
続
税
で
す
。

こ
れ
は
相
続
や
遺
贈
に
よ
っ
て
も
ら
っ

た
「
正
味
の
遺
産
総
額
」
が
「
遺
産
に

係
る
基
礎
控
除
額
」
を
超
え
る
と
き
に
、

そ
の
超
え
た
部
分
に
課
税
さ
れ
る
も
の

で
す
。

　
遺
産
を
相
続
し
た
場
合
、
原
則
と
し

て
相
続
し
た
財
産
の
全
て
に
対
し
て
相

続
税
が
か
か
り
ま
す
が
、
次
の
よ
う
な

も
の
に
は
相
続
税
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

○
墓
所
、
仏
壇
、
祭
具
な
ど

○
死
亡
保
険
金
の
合
件
額
の
う
ち
、
二

　
百
五
十
万
円
に
法
定
相
続
人
の
数
を

　
か
け
た
金
額

○
死
亡
退
職
金
の
う
ち
、
二
百
万
円
に

　
法
定
相
続
人
の
数
を
か
け
た
金
額

　
　
　
　
　
　
　
…
な
ど
で
す
。

ま
た
、
遺
族
が
受
取
っ
た
香
典
な
ど
も

税
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
遺
産
に
係
る
基
礎
控
除
額
は
二
千
万

円
と
、
四
百
万
円
に
法
定
相
続
人
の
数

を
か
け
た
金
額
と
の
合
計
額
で
す
。

　
相
続
税
の
税
率
は
、
課
税
遺
産
額
が

二
百
万
円
以
下
の
金
額
に
対
す
る
1
0
彩

を
最
低
に
、
五
億
円
を
超
え
る
金
額
に

対
す
る
7
5
彩
ま
で
、
課
税
遺
産
額
に
応

じ
て
高
く
な
る
超
過
累
進
税
率
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
相
続
税
の
申
告
と
納
税
は
、
被
相
続

人
が
亡
く
な
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
六
か

月
以
内
で
す
。
詳
し
い
こ
と
は
税
務
署

・
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●

（7）



（8）

　
五
一
年
八
月
一
日
五
十
音
別
電
話
帳

が
発
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
新
設

及
び
変
更
に
な
っ
た
電
話
番
号
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
　
（
52
・
4
・
1
現
在
）

O
新
　
設

・喜若万小　　　　　　　董米　消柳老関山鈴牧大小渡小　よ関ど松

…環島…二”∫”肇欝好艦灘繋鶴や塁
：門次郎繁毒倉毒倉葦毒毒号夫舎　美家郎一士三幸雄也豊場友郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　禅
：七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七　㈱七七七

．lllllll11illillIlilllIII七lii．七九二二二二二二二二二二九二二九九七九二二二二二　1二二二
．四七一〇六六六六六六六六三三三二三四四一一一一一二一五五
・八四三八三三二二一一〇〇五七三三七六〇九九九九九三九九九
・九七七八一〇九八五四七六三三九九〇五〇九八四三一七七三二

　

・菅海会太松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松

’刈老沢平代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代

佐佐山田田柳小相山富五三市O中山室村南小蒲玉　教蒲
藤藤岸譲欝賀枯麦川変沢螺山雲蟻奎．灘
麗皇罐轟宏嚢多清更護譜攣鰻藷穫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写写八八七七七七七七七七七七七　　八八八八八七七七七
l　I　I　I　l　l　I　I　I　i　I　l　l　　l　l　l　I　I　l　l　l　l

四四八八九二二七七二二二九　　四二二二ニニ八八八
七六四五一〇一三四三三〇二　　六四〇〇〇一六五五
三九三四七八九八三四三九三　　八一〇三三九二七七
九九六九三七五五三六五四二　　六六六一〇六六三二
　　　　　　　　　　　　　　　　木
　室蒲寺田犬会菅　　小太松　　　和室室室儀蒲蒲蒲
〃　　　　　　　〃〃荒　　　　 〃田
　野生田代伏沢刈　　戸平代　　　原野野野明生生生

○
過
日
職
業
別
電
話
帳
を
お
届
け
い
た
し
ま
し
た
が

御
利
用
が
少
な
い
よ
ケ
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
も
し

来
年
度
以
降
必
要
と
し
な
い
方
は
お
手
数
で
す
が
電

話
局
（
七
－
二
二
〇
〇
）
ま
で
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
五
十
音
別
電
話
帳
は
配
布
い
た
し
ま
す
。

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
■
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

芸支

嵐斜
㍉

ヤ
い

着
イ

し
ぶ
み
俳
句
会

　
　
　
　
他
石
先
生
選

　

手
に
触
れ
て
冬
芽
の
甘
き
香
り
か
な

蓑
晒
す
雪
求
め
て
は
場
所
を
替
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

雨
だ
れ
の
雪
う
が
ち
た
る
深
さ
か
な

若
布
売
り
春
の
潮
の
香
運
び
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

新
任
の
教
師
雪
沓
あ
た
ら
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

町
中
の
川
も
雪
解
の
水
溢
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

切
り
倒
す
ブ
ナ
の
芽
立
ち
も
ま
だ
固
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嫡
　
史

釣
糸
の
た
れ
し
対
岸
柳
の
芽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
　
風

手
袋
の
掌
に
頬
を
覆
ひ
バ
ス
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

ほ
の
ぼ
の
と
芽
木
紅
ら
み
ぬ
進
学
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
ぢ

春
寒
や
⇒
人
暮
し
の
大
藁
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

合
格
し
窓
の
カ
ー
テ
ン
新
調
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
　
水

苗
代
の
水
口
探
し
雪
の
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

四
ン
月
の
残
雪
五
尺
か
こ
ち
す
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
石

　
　
●

み
ん
な
で
参
加
し
よ
う

　
　
　
　
、
県
民
ス
ポ
ー
ツ
の
日
松
代
大
会

　
6
月
26
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
る
第

13

回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
の
日
松
代
大
会
の

大
会
実
施
種
目
等
が
決
定
し
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ロ
種
　
目

◇
一
般
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
女
子
2
名
以
上
含
む
9
人
制

　
　
　
会
場
”
松
代
高
・
松
代
小

◇
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
　
9
人
制

◇
卓

◇
ノぜ

ト
ぐ

、

ン

ト

ン

会
場
”
松
代
中

球中
学
生
・
高
校
生
・
一
般

一
チ
ー
ム
5
名
補
員
若
干
名

会
場
・
奴
奈
川
中

　
　
　
　
　
の

小
学
生
・
中
学
生
・
一
般

個
人
戦
・
親
子
ダ
ブ
ル
ス
戦

会
場
”
室
野
小

ロ
大
会
目
程

◇
開
会
式
　
・
午
前
8
時
30
分

　
　
　
　
　
　
松
代
中
学
校

◇
競
技
開
始
・
午
前
9
時
　
各
会
場

◇
閉
会
式
　
・
午
後
4
時

　
　
　
　
　
　
松
代
高
校

□
出
場
申
し
込
み

　
六
月
二
一
日
ま
で
に
町
公
民
館
へ
。

　
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
、
健
康
で
明
る

い
生
活
づ
く
り
の
か
て
と
し
ま
し
ょ
う
。

　
数
多
く
皆
さ
ん
の
チ
ー
ム
が
参
加
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。



げ

　福祉年金などお受けになられている方にお知らせ！

　　　　　　定期郵便貯金の特別お取り扱い

　福祉年金等の支給をお受けの方に有利な貯金利率を適用する定

期郵便貯金のお取り扱いをいたします。

　どうぞご利用ください。

○　ご利用になれる方　　老齢福祉年金・障害福祉年金・母子福

　　　　　　　　　　祉年金・準母子福祉年金・老齢特別給
　　　　　　　　　　付金・児童扶養手当・特別児童扶養手
　　　　　　　　　　当・福祉手当・原爆被爆者の特別手当
　　　　　　　　　　健康管理手当および保健手当の支給を
　　　　　　　　　　受けられている方。
○　お預けになれる金額　　おひとり100万円まで

○お預け期間　1年
○貯金利率年6．75％
○お取り扱い期間　　昭和52年5月21日から12月31日まで
○　お取り扱い郵便局　　お申し込みは、郵便局をあらかじめ1

　　　　　　　　　　局お決めのうえ、ご利用ください。

　　　　　　　　　　なお、銀行など他の金融機関で、昭和

　　　　　　　　　　52年5月16日以降すでにこの種の預貯
　　　　　　　　　　金をご利用になられている場合にはお
　　　　　　　　　　取り扱いできません。
　お申し込みの際には、お手数でも年金証書、手当証書、受給者

証明書をお持ちください。その他詳しい事は窓口でお尋ね下さい。

“
も
つ
と
活
動
の
輪
を
広
げ
よ
う
”

㊦
松
代
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
が
発
足
㊥

　
最
近
、
町
内
で
も
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に

つ
い
て
の
関
心
が
高
ま
り
、
各
地
域
や

職
場
で
多
く
の
チ
ー
ム
が
結
成
さ
れ
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
人
口
が
急
激
に
増
加
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
も
協
会
を

作
り
、
も
っ
と
活
動
の
輪
を
広
げ
よ
う

と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
た
び
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
愛
好
会
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
が
発

起
人
と
な
り
、
町
内
の
地
域
・
職
場
チ

ー
ム
に
呼
び
か
け
、
結
成
の
た
め
の
打

合
せ
会
を
開
催
、
出
席
者
全
員
の
賛
同

を
得
て
、
協
会
発
足
の
運
び
と
な
り
ま

し
た
。

　
そ
の
目
的
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
関

す
る
知
識
・
技
能
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
　
一
層
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
し

て
親
睦
を
深
め
、
健
全
な
心
身
の
発
達

に
努
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
尚
、
協
会
で
は
、
本
年
度
次
の
と
お

り
の
事
業
を
計
画
し
、
そ
の
活
動
を
推

進
し
て
い
こ
う
と
は
り
き
っ
て
い
ま
す
。

☆
6
月
2
6
日
（
第
4
日
曜
日
）

　
県
民
ス
ポ
ー
ツ
の
日
大
会
へ
の
協
力

☆
7
月
1
7
日
（
第
3
日
曜
日
）

　
第
1
回
親
善
大
会

☆
8
月
2
1
日
（
第
3
日
曜
日
）

　
第
2
回
親
善
大
会

☆
1
0
月
1
0
日
（
体
育
の
日
）

　
町
内
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

☆
11
月
6
日
（
第
1
日
曜
日
）

　
第
3
回
親
善
大
会

☆
毎
月
1
回
技
術
講
習
会

　
第
三
金
曜
日
・
7
時
3
0
分
～
1
0
時

　
会
場
・
松
代
高
校

☆
公
認
審
判
員
の
養
成

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
会
費
は
、
登
録
料
・
大
会
参
加
料
を

含
め
年
額
一
、
○
○
○
円
で
す
。

　
会
長
は
本
山
豊
樹
さ
ん
（
農
　
協
）

　
事
務
局
は
斉
藤
心
良
さ
ん
（
役
場
）

　
関
谷
安
則
さ
ん
（
農
協
）
で
す
。

警
察
官
（
大
卒
）

　
　
　
　
募
集
〃

　
本
年
十
月
及
び
明
年
四
月
採
用
の
大

学
卒
、
男
子
警
察
官
を
、
次
に
よ
り
募

集
し
て
い
ま
す
。

一
、
採
用
予
定
人
員

　
。
本
年
十
月
採
用
　
約
二
十
人

　
ゆ
明
年
四
月
採
用
　
約
三
十
人

一
、
受
付
期
間

　
・
六
月
二
十
四
日
～
七
月
二
十
五
日

一
、
採
用
試
験

　
・
第
一
次
七
月
三
十
一
日
新
潟
市

　
。
第
二
次
、
九
月
上
旬
　
　
新
潟
市

一
、
受
験
資
格

　
・
本
年
十
月
採
用

　
　
昭
和
二
十
四
年
十
月
二
日
か
ら
昭

　
　
和
三
十
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

　
　
れ
、
大
学
（
短
大
を
除
く
）
を
卒

　
　
業
し
た
者
、
及
び
昭
和
五
十
二
年

　
　
九
月
三
十
日
ま
で
に
卒
業
す
る
見

　
　
込
み
の
者

　
・
明
年
四
月
採
用

　
　
昭
和
二
十
五
年
四
月
二
日
か
ら
昭

　
　
和
三
十
一
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

　
　
ま
れ
、
大
学
（
短
大
を
除
く
）
を

　
　
卒
業
し
た
者
、
及
び
昭
和
五
十
三

　
　
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
卒
業
す

　
　
る
見
込
み
の
者

　
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
警
察
署
、

派
出
所
又
は
駐
在
所
で
お
た
ず
ね
下
さ

い
。

『7F“《｝

○
た
き
火
　
火
遊
び
　
気
を
つ
け
よ
う

　
　
　
　
　
松
代
小
　
　
柳
　
直
子

○
火
の
不
始
末
で
　
あ
な
た
の
一
生

　
変
え
る
火
事

　
　
　
　
　
松
代
小
　
　
鈴
木
和
恵

○
あ
っ
火
事
だ
　
そ
う
な
る
前
に

　
火
の
用
心

　
　
　
　
　
松
代
小
　
　
上
村
隆
一

〇
火
を
出
し
て
　
そ
れ
を
消
す
よ
り

　
出
さ
ぬ
が
手
柄

　
　
　
　
　
松
代
小
　
　
鈴
木
　
寿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引



α0）

お
子
さ
ん
と
ご
一
緒
に
ご
参
加
下
さ
い

　
1
家
庭
教
育
学
級
を
開
設
し
ま
す
i

　
町
で
は
昭
和
50
年
度
社
会
教
育
の
一
環
と
七
て
、

就
学
前
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
家
庭
を
対
象
に
家

庭
教
育
学
級
を
計
画
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
学
級
は
来
年
春
、
小
学
校
に
入
学
さ
れ
る
幼

児
の
教
育
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
よ
り
よ
い
家
庭

教
育
の
効
果
を
あ
げ
る
べ
く
知
識
を
養
う
こ
と
を
目

標
に
開
設
す
る
も
の
で
す
。

　
内
容
に
つ
い
て
は
左
記
の
通
り
で
す
。
少
し
で
も

家
庭
で
の
し
つ
け
に
役
立
て
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
尚
、
学
級
に
つ
い
て
お
聞
き
に
な
り
た
い
こ
と
は

町
公
民
館
（
電
話
七
1
二
三
〇
一
）
に
照
会
下
さ
い
。

通信学習

　各方面の専門家に原稿依頼し、5才児を持つ家庭に

配布し、家庭で学習をしていただくものです。

発行日 テ　　　ー　　　マ

6月 家庭教育の重要性

7月 本の与え方とその指導

8月 幼児のあそびと運動

9月 幼児の食生活

10月 マスコミ（テレビ）のあたえる影響

12月 子供の脳の発達と保育

1月 幼児の健康

　
　
　
ロ

　
　
す

　
　
ま

　
　
し

学
子
施
回

合
親
実
1

集
　
　
り
第

習

同伴で参加していただき、次のような計画によ

6月19日（第3日曜日）午前9時～11時45分

　　10：00　　10：45　　　　　　　　　　　　　　　　　　11：459：00
親子とともに

親子ゲーム

町体育指導委員 休
憩

親………講議

テーマ　6才頃までの勉強

講　師　市川明治

子供……保母さんによる遊戯

午前9時～11時45分
　　　　　　　　11：45

7月17日（第3日曜）

　　　　10：00　　10：45

第2回
9：00

アニメーション

映画

休
憩

親”……●講議

テーマ　幼児のための絵画指導

講師大口昭治
子供……保母さんによる遊戯

午前9時～11時45分8月21日（第3日曜）第3回
：　　　　　　　　： ：　　　　　　　　　　　　　　●

親子とともに

親子ゲーム

町体育指導委員休
憩

親………講議

テーマ　就学前のしつけ

子供……保母さんによる遊戯

指導

第31回町長杯争奪野球大会

一24チームが出場．予戦リーグ始まる

　
松
代
町
野
球
協
会
の
主
催
に
よ
り
、

野
球
を
通
し
て
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

と
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
例
年
実
施
し
て
い
る
町
長
杯

争
奪
野
球
大
会
も
、
今
大
会
で
31
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。

　
今
大
会
も
24
チ
ー
ム
の
参
加
に
よ
り

6
月
5
日
の
開
幕
試
合
を
皮
切
り
に
、

8
月
2
8
日
に
行
な
う
予
定
の
決
勝
大
会

出
場
を
め
ざ
し
て
、
松
代
高
校
グ
ラ
ン

ド
・
松
代
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
・
山
平
中

学
校
グ
ラ
ン
ド
を
会
場
に
3
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
か
れ
て
、
予
選
リ
ー
グ
の
熱
戦
が

く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
大
会
は
早
朝
試
合
を
奨
励
し
、
期
間

中
延
べ
8
9
試
合
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
ご
観
戦
・
ご
声
援
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

ブ
ツ
9
生
C
軍
院
吠

ラ
ツ
㌧
　
部
斗
　
D

”
メ
”
新
育
一
病
ゼ

畑
爵
明
融
代
照

ポ
蒲
伊
儀
役
ア
松
凪

商工会青年部A
ズ
　
ス

噺
　
エ

コ
　
チ

エ
　
瞬

　
口

青
　
高

役場体育部　A
松代教職員チーム

アザミヒラーズ

役場体育部B
儀明タイガース

鉄道公団
農協ジヤイアンツ

評
㈱
ズ

シ
　
　
一

ク
路

ラ
　
　
　
　
ヨ

ト
道

ス
　
　
ジ

ン

コ
田
平

松
西
福
蓬
土木クラシャーズ

司 工務店
商工会青年部B


